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木津川市総合計画とは

総合計画は、中長期を見通したまちづくりを進めるための市民と行政の指針であり、市の最上位の計画と

して各分野の施策を効果的に進めていく役割を担っています。木津川市誕生後に策定した第１次総合計画の

終了を迎えるにあたり、第２次木津川市総合計画を策定するものです。

構　成 　総合計画は、基本構想、基本計画、実施計画の三層で構成

期　間 　2019 年度から 2028 年度までの 10 年間

基本構想

基本計画

実施計画

10年間

3年間
3年間

5年間 5年間

3年間3年間

・まちづくりの基本原則、まちの将来像及びこれを実現するためのまちづくりの
基本方針を示したもの

・計画期間：2019 年度～ 2028 年度（10 年間）

・基本構想を実現するための政策・施策の基本方向等を体系的に示したもの

・中間年度となる 2024 年度に見直し

・施策の基本方向に基づく具体的な事務事業の内容を明らかにしたもの

・年間の計画として、毎年、修正を加えながらローリング方式により事業内容を
示すもの

木津川市を取り巻く環境の変化

(1) 人口の将来動向を見据えたまちづくりの必要性

木津川市においては、今後しばらく人口は増加しますが、2033 年の約 8 万人をピークとして減少に転じ、

少子高齢化が着実に進むと予測され、これを前提としてまちづくりに取り組む必要があります。

年齢 3区分別人口と高齢化率の推移 （実績値と将来推計値）
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資料：2015 年以前は国勢調査、2018 年以降は木津川市推計（2018.8 推計）

（年）

9,310

資料：国勢調査（平成 7年～ 27 年）、住民基本台帳（平成 30 年 3 月末現在）、木津川市推計（2023 年～；平成 30 年 8 月推計）

(2) 環境の変化への対応

市内外の環境の変化を踏まえたまちづくりの課題に対応していく必要があります。
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総　　論
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まちづくりへの市民の意識

市民アンケートによる市民の意識では、木津川市に愛

着を感じる人（大いに感じている + ある程度感じている）

が 72.5％と、平成 25（2013）年度の調査結果と比較する

と「愛着を感じている」という回答の割合は高くなって

います。

「全体的にみた木津川市の暮らしやすさ」は約 50％の

人が満足（満足 +ほぼ満足）としており、分野別では「下

水道整備・水洗化の状況」「まちなみやまちの雰囲気」「歴

史・文化遺産の保全」「身近な緑、山や川の自然の保全」

などの満足度が特に高くなっています。また、平成 19

（2007）年度の調査結果と比較すると、すべての分野につ

いて満足度が高くなっています。

■木津川市の暮らしやすさについて、日頃どのように思われていますか

※加重平均は、「満足」＝5点、「やや満足」＝4点、「どちらとも言えない」＝3点、「やや不満」＝2点、「不満」＝1点として算出したもの

29年度
調査

19年度
調査

19年度
との比較

3.33 3.07 0.26

3.07 3.05 0.02

2.80 2.72 0.08

3.08 2.94 0.14

3.76 3.47 0.29

3.12 2.88 0.24

3.33 3.20 0.13

2.91 2.87 0.04

3.07 2.89 0.18

3.01 2.82 0.19

3.09 2.89 0.20

2.94 2.78 0.16

3.38 3.22 0.16

3.36 - -

3.36 - -

3.18 3.11 0.07

3.14 2.97 0.17

3.20 2.92 0.28

3.21 3.20 0.01

3.14 - -

3.02 2.74 0.28

2.95 2.68 0.27

2.72 - -

2.81 - -

2.78 - -

3.12 - -

2.85 - -

加　重　平　均（n=2,055）

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

行財政改革の推進による財政状況の改善のための取組み

市役所からの情報発信

関西文化学術研究都市を活用した産業の振興

農林業、商業、観光業の振興

雇用の場や就業の機会

防犯や交通安全対策

地震、火災、水害などに対する防災対策

人権の尊重、男女共同参画の促進

近所とのつきあい、地域の社会活動

小・中学校の教育

教育・学習や文化活動のための環境

地域の歴史や文化とのふれあい活動のための環境

身近な緑、山や川の自然の保全

歴史・文化遺産の保全

まちなみやまちの雰囲気

高齢者・障がい者の福祉援助

保育、子育てを支援するサービス

病院、診療所の利用のしやすさ、サービス

保健、健康づくりのためのサービス

スポーツ、レクリエーションの場や機会

ごみの減量化やリサイクルの取組み

公園や子どもの遊び場

下水道整備・水洗化の状況

買い物の便利さ、快適さ

通勤・通学の交通の便利さ

生活道路の便利さ

全体的にみた木津川市の
暮らしやすさ

【凡　　例】 満足
ほぼ
満足

どちらとも
言えない

やや
不満

不満
不明・
無回答

5.9 43.6 29.9 15.8 3.7 1.1

6.4 34.7 23.4 22.1 9.3 4.1

6.4 25.5 23.0 25.1 16.0 4.1

9.9 34.4 19.8 20.3 12.9 2.8

23.2 44.7 19.0 5.5 5.7 1.9

7.9 28.5 35.4 18.1 7.3 2.8

6.2 37.3 40.6 10.4 3.4 2.2

2.1 17.6 52.7 18.8 5.8 3.0

2.4 25.6 49.6 16.0 3.9 2.4

4.3 30.2 33.3 23.3 7.1 1.7

3.0 20.7 56.0 11.6 3.4 5.3

2.7 16.4 56.9 15.6 5.8 2.5

7.6 42.2 31.7 13.0 3.7 1.7

4.4 36.3 48.6 6.2 1.8 2.7

7.4 40.1 35.1 10.8 4.5 2.1

3.5 26.1 54.5 11.12.3 2.6

3.0 26.3 52.0 12.6 2.9 3.2

3.8 25.1 54.9 8.92.6 4.7

3.8 30.5 49.3 11.8 2.8 1.8

1.9 19.6 66.9 6.8 1.7 3.1

2.6 23.7 49.7 16.6 5.4 1.9

1.9 22.8 47.2 20.8 5.2 2.1

0.8 9.0 56.8 21.5 7.9 4.0

1.0 9.3 60.9 19.3 5.3 4.1

1.1 10.9 56.7 20.3 7.2 3.8

3.2 30.5 43.0 17.0 4.2 2.0

1.2 10.5 62.3 17.2 5.3 3.6

＜市民アンケート調査の概要＞
調査対象者：18 才以上の市民（外国人含む）5,500 人を、住民基本台帳から無作為抽出
調査方法：郵送にて調査票を配布・回収　　調査期間：平成 29 年 9 月 29 日 ( 金 ) ～ 10 月 16 日 ( 月 )
有効回収数（回収率）：2,055 件（37.4％）

総　　論

■木津川市に愛着を感じていますか。

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

H25 年度調査 (n=2,021)H29 年度調査 (n=2,055)

不明・無回答

まったく感じていない

あまり感じていない

どちらともいえない

ある程度感じている

大いに感じている
20.0
20.4

52.5
48.2

15.0
16.1

8.8
10.0

2.0
3.1

1.8
2.1
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まちの将来像

まちづくりの基本原則

自助・共助・公助で支え合うまちづくり 　 情報共有、参加・参画、協働のまちづくり

まちの将来像

子どもの笑顔が未来に続く　幸せ実感都市　木津川

まちの将来像のイメージ

幸せを実感できる

住みよさがある
 

新しい価値や魅力が

常に生み出されている
 

人口が増加し、

地域に元気がある

　　　 　　　

まちづくりの基本方針
　　　　　　　　　　　　　　　　〈基本方針〉　　　　　　　　　　　　　　　〈政策分野〉

１　ともに「学び」「喜び」「成長し」

　　未来を生きる子どもを育むまちづくり

２　誰もが生き生きと、生涯元気で暮らせる

　　まちづくり

３　一人ひとりが認め合い、力を発揮できる

　　まちづくり

４　人・資源・立地を活かし、未来を拓く

　　産業のまちづくり

５　災害などから市民を守り、

　　安心・安全に暮らせるまちづくり

６　快適で住みよい生活環境と、

　　豊かな自然に恵まれたまちづくり

７　効果的・効率的な行政運営と

　　市民に開かれたまちづくり

政策分野１ 子育て

政策分野２ 教育

政策分野３ 健康

政策分野４ 福祉

政策分野５ 文化

政策分野 6 共生

政策分野 7 協働

政策分野 8 観光交流

政策分野 9 産業・雇用

政策分野 10 関西文化学術研究都市

政策分野 11　防災・減災

政策分野 12　防犯・交通安全

政策分野 13　都市基盤

政策分野 14　交通ネットワーク

政策分野 15　自然・環境

政策分野 16　情報

政策分野 17　行財政運営

 <

取
組
み
の
姿
勢>
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人口と都市構造

(3) 将来目標人口

将来目標人口は、都市の将来の姿を示す基本的な指標であり、また、各行政分野において将来の行政サー

ビス量を設定するためにも不可欠なものとなります。そのため、「人口ビジョン」における長期的目標人口

を基本とし、最新の人口の動きを踏まえた分析の結果、本計画期間で目指す将来目標人口を「80,000 人」と

定めます。

将来目標人口

2028 年　80,000 人

(4) 将来都市構造

将来都市構造は、まちの将来像の実現に向けて、市内の各地域の特性や都市機能を活かし、これを市内外

で連携させることで最大限に機能を発揮できる都市の姿を描くものです。

関西文化学術研究都市建設や各地域の多様なまちづくりの中心となる ｢ 拠点 ｣、市内各地に面的に広がる

暮らしや農産業、自然などの「ゾーン」、道路や鉄道など市内外の交流と連携を担う「交流軸」から構成し、

都市機能が有機的に連携したクラスター型の都市構造を目指します。

京都

京都

大阪

奈良
奈良

三重

Ｎ

中心都市拠点・都市拠点

商業拠点

観光拠点

レクリエーション拠点

市街地ゾーン

田園共生ゾーン

学研市街地ゾーン

学研市街地整備ゾーン

木津駅東市街地整備ゾーン

森林共生ゾーン

広域交流軸

拠点・市街地交流軸

京都京都

Ｎ

京都

奈良

基　本　構　想
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分野別計画

■基本方針 1

　ともに「学び」「喜び」「成長し」未来を生きる子どもを育むまちづくり

「子育てするなら木津川市」といわれるまちを目指し、

誰もが安心して子どもを生み育てられるよう、地域の力

を結集して子育て支援を進めるとともに、次代を担う子

どもたちが個性や能力を伸ばしながら、たくましく生き

ることができる教育・保育環境を整備し、未来を生きる

子どもを育むまちづくりを進めます。

　

政策分野 1　子育て

　[施　策 ]　①子育て支援

　　　　　　 ②母子保健・母子福祉

　　　　　　 ③乳幼児期の教育・保育サービス

　　　　　　 ④児童虐待防止

政策分野 2　教育

　[施　策 ]　①教育環境

　　　　　　 ②学校教育　

　　　　　　 ③子どもの健全育成

　　

■基本方針 2

　誰もが生き生きと、　生涯元気で暮らせるまちづくり

誰もが住み慣れた地域で生涯元気で、そして自分らし

く生き生きと暮らせるよう、子どもから高齢者までの健

康づくりに取り組むとともに、必要な時に医療や福祉が

受けられ、地域社会の中で知識や能力を十分に発揮でき

る体制づくりを進めます。また、市民一人ひとりが心豊

かに暮らせるよう、年齢に関係なく学び、スポーツを楽

しむことができるまちづくりを進めます。

　

政策分野３　健康

　[施　策 ]　①保健・医療（救急）　②福祉医療

  　       　③医療保険

政策分野４　福祉

　[施　策 ]　①地域福祉　②高齢者福祉

 　        　③障がい者福祉

政策分野５　文化

　[施　策 ]　①生涯学習　②スポーツ

　　

基　本　計　画

相楽休日応急診療所

ＩＣＴ教育

歴史めぐりマラソンｉｎ木津川

子育て支援センター



7

■基本方針 3

　一人ひとりが認め合い、力を発揮できるまちづくり

性別や国籍、文化、価値観の違いを問わず、互いに認

め合い、多様性を尊重しあいながら、誰もが「一人の人

間として大切にされている」ことを実感でき、健やかに

暮らせる環境づくりを進めます。そして、市民と行政の

連携・協働が進み、市民一人ひとりが個性や能力を活かし、

主体的に地域で力を発揮できるまちづくりを進めます。

　

政策分野６　共生

　[施　策 ]　①人権教育・啓発

　　　　　　 ②国際化・友好都市交流

　　　　　　 ③男女共同参画

政策分野７　協働

　[施　策 ]　①市民参加・参画

　　　　　　 ②地域コミュニティ

　　

■基本方針 4

　人・資源・立地を活かし、未来を拓く産業のまちづくり

関西文化学術研究都市の最先端の科学技術や交通利便
性など立地の優位性を活かし、既存産業やまちづくりと
連携・融合することで新たな価値の創造を目指すととも
に、未来を担う子どもたちの知的好奇心の醸成や誇りを
持てるまちづくりを推進します。また、豊かな自然や長
年培われてきた歴史文化など豊富な地域資源を大切に守
りながら活用し、観光やまちづくりに活かすことで、市
の魅力を高め、活力と賑わいを生み出し、未来を拓くま
ちづくりを進めます。

　

政策分野８　観光交流

　[施　策 ]　①観光振興　②文化財の保全・活用

政策分野９　産業・雇用

　[施　策 ]　①農林業　②商工業　③雇用対策

政策分野 10　関西文化学術研究都市

　[施　策 ]　①関西文化学術研究都市の活用

　　

基　本　計　画

中学生海外派遣事業 人権文化のつどい＆キラリさわやかフェスタ

浄瑠璃寺阿弥陀如来坐像（国宝） 岩船寺三重塔（重要有形文化財）
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■基本方針 5

　災害などから市民を守り、安心・安全に暮らせるまちづくり

市民の生命や財産を守り、安心で安全な暮らしを確保

するため、誰もが災害発生時に迅速かつ的確に行動でき

るよう、情報提供に努めます。また、災害に強い都市基

盤の整備や危機管理体制の強化を図るとともに、地域の

防災・防犯体制を充実し、犯罪や事件が起こりにくく、

すべての市民が、安心で安全に暮らせるまちづくりを進

めます。

　

政策分野 11　防災・減災

　[施　策 ]　①災害対策

　　　　　　 ②地域防災

政策分野 12　防犯・交通安全

　[施　策 ]　①防犯・交通安全

　　　　　　 ②消費者保護

　　

■基本方針 6

　快適で住みよい生活環境と、豊かな自然に恵まれたまちづくり

交通の利便性や関西文化学術研究都市の強みと魅力を

活かした都市的な便利さ、身近な自然を併せ持つ持続可

能な都市環境を整備し、快適で住みよい生活環境を形成

するとともに、子どもから高齢者まですべての世代が環

境に優しい取組みを進め、豊かな自然環境を守りながら

魅力あるまちづくりを進めます。

　

政策分野 13　都市基盤

[ 施　策 ]　①都市環境　②住宅　③上下水道

政策分野 14　交通ネットワーク

[ 施　策 ]　①道路　②公共交通

政策分野 15　自然・環境

[ 施　策 ]　①地球環境保全　②環境美化

    　　　 ③循環型社会

　　

基　本　計　画

きのつバス

小学校での避難訓練  相楽消費生活センターでの消費者相談

環境の森センター・きづがわ



9

■基本方針 7

　効果的・効率的な行政運営と市民に開かれたまちづくり

多様化、複雑化する市民ニーズに対応しつつ、持続可

能な都市経営を目指すため、積極的な情報公開を行うと

ともに、市民の声や意見の的確な把握に努めます。また、

様々な分野での広域連携や、限られた経営資源の効果的

配分による行政運営の効率化や財政の健全化を視点に置

いたまちづくりを進めます。

　

政策分野 16　情報

[ 施　策 ]　①情報公開　②広報　③情報セキュリティ

政策分野 17　行財政運営

[ 施　策 ]　①行政サービス　　　②行財政改革

　　　　　 ③財政基盤の確立　　④財産管理

　　　　　 ⑤組織・人材育成　　⑥広域連携

　　

木津川市マスコットキャラクター

いづみ姫

市花（コスモス）

市木（さくら）

市花（コスモス）

市木（さくら）

基　本　計　画

木津川市ホームページ 広報きづがわ
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進行管理

総合計画は、PDCA サイクルに基づく進行管理により効果的・効率的な行政運営を行い、着実に推進します。

そのなかでも「まちの将来像」の実現に向けて、社会情勢や市民意識の変化を踏まえながら、施策の展開状

況をチェックしていくことが重要となります。成果指標を活用した施策評価を行い、各施策の取組状況や市

民・地域への効果、その課題等を確認することで、事業の新規立案や改廃等の見直しに結びつけます。

成果指標一覧

基本方針 1　ともに「学び」「喜び」「成長し」未来を生きる子どもを育むまちづくり

政策分野 施策 指標項目 数値の算出方法
現況値

（2017年度末）
方向性

（2023年度末）

政策分野 1
子育て

施策①　子育て支援

乳児相談などの利用率
1年間の 6.7 か月乳児相談・乳幼児相談希望者などの利用者数
／対象者数 96.3％ ↑

保育コンシェルジュ相談件数 1年間の相談件数 2,189 件 2,300 件

子育て包括支援センター利用者数 1年間の利用者数 774 人 ↑

施策②　母子保健・母子福祉 三歳児健康診査受診率 1年間の受診者数／対象者数 93.4％ ↑

施策③　乳幼児期の教育・
保育サービス

保育所の待機児童数 保育所の待機児童数（4月 1日時点） 0人 →

保育所民営化率 民営保育所・認定こども園数／市内保育所・認定こども園数 44％ 56％

施策④　児童虐待防止 児童虐待相談件数 1年間の児童虐待相談件数 276 件 ↑

政策分野 2
教　育

施策①　教育環境 「学校に行くのが楽しい」児童・生徒の比率
全国学力・学習状況調査で「学校に行くのが楽しい」に対して、

「楽しい」「どちらかといえば、楽しい」と答えた児童・生徒の
比率

小学 6年生
87.1％

中学 3年生
81.7％

↑

施策②　学校教育

「自分には、よいところがあると思う」
児童・生徒の比率

全国学力・学習状況調査で「自分には、よいところがあると思
う」に対して、「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」
と答えた児童・生徒の比率

小学 6年生
82.9％

中学 3年生
71.5％

↑

「いじめは、どんな理由があってもいけない
ことだと思う」児童・生徒の比率

全国学力・学習状況調査で「いじめは、どんな理由があっても
いけないことだと思う」に対して、「当てはまる」「どちらかと
いえば、当てはまる」と答えた児童・生徒の比率

小学 6年生
96.9％

中学 3年生
92.7％

↑

「家庭学習の時間が、1 日あたり 30 分より
少ない」児童・生徒の比率

全国学力・学習状況調査で「家庭学習の時間が、1 日あたりど
れくらいの時間、勉強をしますか」に対して、「30 分より少ない」

「全くしない」と答えた児童・生徒の比率

小学 6年生
10.3％

中学 3年生
14.5％

↓

施策③　子どもの健全育成 スクールセーフティボランティアの登録者数 スクールセーフティボランティアの登録者数 3,355 人
（2018.8 月）

→

基本方針 2　誰もが生き生きと、生涯元気で暮らせるまちづくり

政策分野 施策 指標項目 数値の算出方法
現況値

（2017年度末）
方向性

（2023年度末）

政策分野 3
健　康

施策①　保健、医療（救急）
がん検診受診率（胃がん） 1年間の胃がん検診受診者数／対象者数（40 歳以上） 8.8％ ↑

予防接種の接種率（麻しん風しん） 1年間の麻しん・風しん予防接種者数／対象者数（5歳～7歳） 96.3％ ↑

施策②　福祉医療 福祉医療助成件数 1年間の福祉医療助成件数 288,943 件 ↑

施策③　医療保険

国保特定健康診査受診率 （健康診査受診者数＋ 40 歳以上の人間ドック受診者数）
／ 40 歳以上の被保険者数 35.6％ 60％

国保特定保健指導実施率 保健指導完了者数／保健指導対象者数 12.1％ 60％

ジェネリック医薬品の普及率 国民健康保険加入者におけるジェネリック医薬品普及率
（数量ベース） 61.94％ ＋ 18％以上

政策分野 4
福　祉

施策①　地域福祉
ボランティア登録者数 社会福祉協議会のボランティア登録者数（累計） 1,396 人

（2018.10 月） 1,500 人

自立支援就業者数 1年間の生活困窮者の就労者数 26 人 ↑

施策②　高齢者福祉
介護予防サポーター数 介護予防サポーター登録者数（累計） 126 人 250 人

認知症サポーター数 認知症サポーター登録者数（累計） 8,472 人 13,000 人

施策③　障がい者福祉 福祉施設からの一般就労への移行者数 福祉施設からの一般就労への移行者数（累計） 11 人 16 人

政策分野 5
文　化

施策①　生涯学習
公民館サークル加入者数 公民館サークル加入者数（累計） 682 人 750 人

図書館の図書貸出冊数 1年間の市立 3図書館での図書貸出冊数 666,119 冊 700,000 冊

施策②　スポーツ
スポーツ推進委員活動回数 1年間のスポーツ推進員活動回数 58 回 70 回

体育協会及びスポーツ少年団会員数 体育協会及びスポーツ少年団会員数（累計） 2,348 人 2,400 人

基本方針 3　一人ひとりが認め合い、力を発揮できるまちづくり

政策分野 施策 指標項目 数値の算出方法
現況値

（2017年度末）
方向性

（2023年度末）

政策分野 6
共　生

施策①　人権教育・啓発 人権研修会の参加者数 1年間の人権研修会参加者数 4,717 人 7,000 人

施策②　国際化・友好都市交流
「外国の人と友達になったり、外国のことに
ついてもっと知ったりしてみたいと思う」
児童・生徒の比率

全国学力・学習状況調査で「外国の人と友達になったり、
外国のことについてもっと知ったりしてみたいと思う」
に対して、「思う」「どちらかというと思う」と答えた児童・
生徒の比率

小学 6年生
74.3％

中学 3年生
62.7％

↑

施策③　男女共同参画 審議会などにおける女性委員の割合 市が設置する審議会や協議会などにおける女性委員の割合 34.6％ 35％

政策分野 7
協　働

施策①　市民参加・参画
審議会などにおける市民・市民代表の割合 市が設置する審議会や協議会における市民・市民代表の割合 3.9％ ↑

マチオモイな仲間たち ふるさと応援事業補助金、地域力再生プロジェクト支援
事業交付金活用団体数 30 件 ↑

施策②　地域コミュニティ 地域コミュニティ活動参加率
市民アンケート調査で「自治会活動などのコミュニティ
活動」に「積極的に参加している」「必要なものには参加
している」と回答した人の割合

44.7％ ↑

基　本　計　画
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基本方針 4　人・資源・立地を活かし、未来を拓く産業のまちづくり

政策分野 施策 指標項目 数値の算出方法
現況値

（2017年度末）
方向性

（2023年度末）

政策分野 8
観光交流

施策①　観光振興

木津川市を訪れた観光客数 1年間の観光客数 1,005,158 人 ↑

観光消費額 1年間の観光客による消費額 2,281,425 千円 2,500,000 千円

観光ボランティアガイドの登録者数 3月末時点でのボランティアガイド（ＮＰＯ法人ふるさと案内・かも、
山城町ふるさと案内人の会など）の登録者数（累計） 100 人 ↑

まちかど観光案内所数 まちかど観光案内所数（累計） 72 か所 ↑

施策②　文化財の保全・活用
文化財出前講座開催件数 1年間の文化財出前講座開催件数 17 件 22 件

史跡恭仁宮跡公有化率 史跡恭仁恭跡の公有化率（面積ベース） 50％ 55％

政策分野 9
産業・雇用

施策①　農林業
京力農場プランの作成地域数 京力農場プランの作成地域数 (累計 ) 7 地域 9地域

市内農産物直売所数 市内の農産物直売所数 (累計 ) 12 か所 14 か所

施策②　商工業

ものづくりフェア来場者数 1年間のものづくりフェアの来場者数 450 人 ↑

産業競争力強化支援事業利用件数 産業競争力強化支援事業の利用件数 (累計 ) 24 件 ↑

先端設備等導入計画に係る認定件数 先端設備等導入計画に基づく認定件数（累計） 0件 30 件

施策③　雇用対策
市内誘致企業における市民雇用者数 学研地区内の誘致企業における市民雇用者数 473 人 ↑

特定創業支援事業に係る証明書交付者数 特定創業支援事業に基づく証明書の交付者数（累計） 3人 111 人

政策分野 10
関西文化学
術研究都市

施策①　関西文化学術研究
都市の活用 学研地区内の誘致事業所数 学研地区内の誘致事業所数（累計） 25 事業所 ↑

基本方針 5　災害などから市民を守り、安心・安全に暮らせるまちづくり

政策分野 施策 指標項目 数値の算出方法
現況値

（2017年度末）
方向性

（2023年度末）

政策分野 11
防災・減災

施策①　災害対策 木造住宅耐震改修補助活用件数 木造住宅耐震改修補助金交付件数（累計） 31 件 55 件

施策②　地域防災
自主防災組織率 3月末時点での自主防災組織への加入世帯数／全世帯数 71.5％ 80％

自主防災組織活動回数 1年間に地域で行われた自主防災組織による活動回数 285 回 310 回

政策分野 12
防犯・
交通安全

施策①　防犯・交通安全
犯罪発生件数 1年間の市内での犯罪発生件数 344 件 ↓

交通死亡事故件数 1年間の交通死亡事故件数 0件 →

施策②　消費者保護 消費者相談件数 1年間の相楽消費生活センターによる消費生活相談件数 340 件 ↓

基本方針 6　快適で住みよい生活環境と、豊かな自然に恵まれたまちづくり

政策分野 施策 指標項目 数値の算出方法
現況値

（2017年度末）
方向性

（2023年度末）

政策分野 13
都市基盤

施策①　都市環境
人口の社会移動増加数 1年間の社会移動増加数（転入数－転出数） 977 人 ↑

思いでの丘霊園利用区画数 市営墓地「思いでの丘霊園」利用区画数 312 区画 437 区画
（全区画）

施策②　住宅 空家バンク登録件数 空家バンク登録件数（累計） 3件 ↑

施策③　上下水道 汚水処理普及率 下水道・浄化槽整備人口／人口 98.1％ ↑

政策分野 14
交通ネット
ワーク

施策①　道路
国道 24 号の混雑度 国道 24 号の平日混雑度 1.55 1.20

都市計画道路整備率 整備済延長／計画延長 88.6％ ↑

施策②　公共交通
コミュニティバスの利用者数 1年間のコミュニティバス利用者数 261,357 人 300,000 人

コミュニティバス収支率 コミュニティバス運賃収入／全路線の運行費用 38.0％ 50％

政策分野 15
自然・環境

施策①　地球環境保全
市の事務・事業による温室効果ガス（ＣＯ２）
総排出量 1年間の電気、ガス（都市ガス）による二酸化炭素の排出量 8,046t ↓

施策②　環境美化
アダプトプログラム登録団体数 アダプトプログラム登録団体数（累計） 39 団体 50 団体

都市公園・緑地施設市民自主管理活動支援事業数 都市公園管理活動支援団体数（累計） 20 団体
(2018.9 月 ) ↑

施策③　循環型社会
市民一人あたりの家庭系可燃ごみの排出量 1年間に排出された家庭系可燃ごみの総量（日平均）／人口 434.1g ／日・人 ↓

家庭系一般廃棄物のリサイクル率 1年間に中間処理などによって再資源化された家庭系一般廃棄物の量
／廃棄物の総量

26.6％ ↑

基本方針７　効果的・効率的な行政運営と市民に開かれたまちづくり

政策分野 施策 指標項目 数値の算出方法
現況値

（2017年度末）
方向性

（2023年度末）

政策分野 16
情　報　

施策①　情報公開 情報公開件数 1年間の公文書などの情報公開件数 70 件 ↑

施策②　広報
ホームページアクセス数 1年間の市ＨＰアクセス数 3,185,827 回 ↑

ＳＮＳフォロワー数 市フェイスブックなどのフォロワー数 1,222 人 ↑

施策③　情報セキュリティ 重大情報セキュリティインシデント件数 1年間の外部からの脅威による重大情報セキュリティ
インシデント数 0件 →

政策分野 17
行財政運営

施策①　行政サービス
市民意識調査の回収率 総合計画作成時の市民アンケート調査の回収率 37.6％ ↑

個人番号カード交付枚数 個人番号カード交付枚数（累計） 7,192 枚 ↑

施策②　行財政改革
第 3 次木津川市行財政改革行動計画に伴う
財政効果額

第 3次木津川市行財政改革行動計画に伴う財政効果額
（基準年度：2017 年度） ― 3.5 億円以上

（対 2017 年度比）

施策③　財政基盤の確立

市税収納率 98.72％ 99.0％

経常収支比率 95.8 ↓

健全化判断比率
実質赤字比率 
連結実質赤字比率 
実質公債費比率 
将来負担比率

―
―
10.3
33.2

→
→
↓
↓

施策④　財産管理 未利用市有財産売却・活用件数 1年間の未利用市有財産の売却・活用件数 2件 ↑

施策⑤　組織・人材育成 市職員数 市職員数 491 人 ↓

施策⑥　広域連携 奈良市との包括協定に基づく連携・協力事業数 奈良市との包括協定に基づく連携・協力事業数（累計） 0事業 ↑

基　本　計　画
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